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እ᮶魚蝟集場所探⣴࡞らびに㥑㝖ᢏ⾡㛤Ⓨ◊✲ 

 

せ᪨ 

⍇⍈†༡†（⍇⍈†大ᶫ௨༡の⍇⍈†）および曽根沼で、࢜࢜クチバス、ࣈルーギルの季⠇ࡈとの蝟

集場所の探⣴と㥑㝖手法の検討を行った。⍇⍈†༡†では㧗性能魚⩌探知ᶵとビー࣒トࣟール網によ

る調査で 5 月୰᪪から 6 月にࣈルーギルのᑠ型ಶయが༡†୰部に分布したことを明らかにした。ま

た、࢜࢜クチバスをᑐ㇟とした調査では、㧗性能魚⩌探知ᶵで༡†の地形ࡸ水ⲡᖏの分布を把握し、12

月から � 月と、7月に†ᗏ㉳అ（❑地）ࡸ水ⲡᖏをᑐ㇟とした刺網を、�月から 6 月には⏕きたフࢼを

㣵としたᘏ⦖での捕獲試験を行った。その結果、12 月から翌年 1 月にかࡅて刺網で†ᗏに㉳అࡸ❑地

のある水域のࡕ࠺、ᛴ⃭に水深がኚする⟠所を≺࠺ことで࢜࢜クチバスを効率的に捕獲できること

が明らかと࡞った。また、3 月௨㝆には刺網での࢜࢜クチバス捕獲効率がపୗするものの、௦わってᘏ

⦖で効果的に捕獲できることが明らかと࡞った。曽根沼では、�～7 月にかࡅて᪤存の手法（㟁Ẽシࣙ

ッカー࣎ートࡸ⛶魚すࡃい、ᑠ型三枚網）による࢜࢜クチバス㥑㝖にຍえ、࢜࢜クチバス成⇍㞝の⫹

Ồ（フ࢙ࣔࣟン）による成⇍㞤の誘引捕獲を検討した。しかし、当該水域では効果を☜ㄆでき࡞かっ

た。冬季には曽根沼の水深、水温分布情報を㧗性能魚⩌探知ᶵで明らかにし、バスの蝟集場所をධり組

地形である曽根沼༡岸と᥎ した。調査結果をᇶに曽根沼༡岸に水୰構造物を設置し、刺網を仕ࡔࢇ

ࡅることで、࢜࢜クチバスを㑅ᢥ的に捕獲することができた。 

 

1．はじめに 

 ㈡┴では、1985 年より⍇⍈†の水⏘㈨※にᝏᙳ㡪をえるእ᮶魚（ここでは࢜࢜クチバスとࣈル

ーギルをᣦす）のᑐ⟇を㛤ጞし、㛗年にわたって㥑㝖にྲྀり組ࢇできた。≉に 2002 年௨㝆は㥑㝖ᑐ

⟇をᙉし、年間 300 から 500 トン⛬ᗘのእ᮶魚を㥑㝖することでその⏕ᜥ㔞を╔実にῶᑡさせてき

た（ྜྷᒸら 2012）。2013 年௨㝆は㥑㝖㔞がῶᑡし、一は⏕ᜥ㔞のቑຍもぢられたが、┤㏆ 2018 年

� 月の⏕ᜥ㔞は 508 トンと試⟬され、㐣ཤ最పと࡞った（㈡┴ 2019）。こ࠺した୰で、⍇⍈†༡†で

は、2019 年に࣍ンࣔࣟコの大⏘༸がぢられ、እ᮶魚㥑㝖の効果が表れている（⡿田、⚾ಙ）。しかし、

እ᮶魚のࡕ࠺、ᅾ᮶魚㢮を㣗害し、よりᙳ㡪が大きいと考えられる࢜࢜クチバス（௨ୗ、バス）につい

ては、㏆年そのῶᑡに㝜りがぢえている。また、㥑㝖をᢸ࠺⁺ᴗ⪅のῶᑡࡸ㧗㱋による㥑㝖ດຊ㔞の

ῶᑡが㢧ᅾしており、後もእ᮶魚（≉にバス）を╔実にῶらすには、ᑡ࡞いດຊ㔞で効率的に捕獲

するᢏ⾡がᚲせと࡞る。 

 効率的࡞㥑㝖には、ᑐ㇟を蝟集場所で集୰的に捕獲する、あるいは誘引して捕獲することが᭷効と

考えられる。ᮏ◊✲では⍇⍈†༡†で㧗性能魚⩌探知ᶵྛࡸ種⁺ලによる捕獲調査を冬季を୰ᚰとし

て行࠺ことで、እ᮶魚がいつ、のよ࡞࠺場所に蝟集するか明らかにし、その場所でのよ࡞࠺手法が

᭷効か、検ドすることを目的とした。合わせて、バスの⏕ᜥᐦᗘがపࡃ、ᅾ᮶魚㢮のከいࣔデル水域の

曽根沼で、バスを誘引して㥑㝖でき࡞いか検討した。 

 

2．⍇⍈†༡†におࡅるࣈルーギル蝟集場所の探⣴と効果的࡞捕獲手法の検討（～ኟ季） 

（1）調査方法 
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ア．ビー࣒トࣟール網による蝟集場所探⣴ 

ϸビー࣒トࣟール網調査 

 ㈡┴水⏘試験場ではእ᮶魚当ṓ魚の⏕ᜥ状ἣ

を把握する目的でẖ年⛅季に⍇⍈†沿岸ᖏでビー

トࣟール網（図࣒ 1、௨ୗトࣟール網）による捕獲

調査を実施している。ᮏ◊✲ではからึኟにお

ルーギル（௨ୗ、ギル）の蝟集場所を探⣴ࣈるࡅ

する目的で、2017 年⛅の調査でギルの⏕ᜥᐦᗘୖ

 20 定点（図 2）をᑐ㇟として 2018～2020 年の 3 年にわたって

捕獲調査を行った㹹ྛ年の調査日：2018 年（5月 15、17 日、6月

� 日）、2019 年（6月 17、18 日）、2020 年（6月 15㸪16 日）㹻。 

調査にはᑠ型⯪⯧とୖ記のトࣟール網を用い、᭥網㏿ᗘ0.27 m�

⛊（㏿約 1 ）を目Ᏻにྛ定点で 5 分間ᗏ᭥きして行った（ణ

し、2019 年の調査については、†ᗏの⣒状⸴㢮の⦾ⱱがⴭしࡃ、

᭥網にᨭ障をきたしたため、3分間の᭥網とした）。捕獲魚はす

てᣢࡕᖐり、種ࡈとにᶆ‽య㛗（௨ୗ、య㛗）とయ㔜を 定した。

᭥網๓後の置情報を *3S（*DUmLQ HWUH[10-）に記録し、地図ࢯ

フト（カシ࣑ール 3'�'$1 ᮡᮏ）で㊥㞳をồめて、ビー࣒㛗（� m）

をじることで᭥網㠃✚を⟬出した。ᚓられた㠃✚್でギルの捕

獲ᑿᩘを㝖して、100 m2当たりの捕獲ᑿᩘを⟬出した。 

Ϲ ⎔ቃ᮲௳調査 

 ᭥網と同に水ᗏの様Ꮚをヲ⣽に記録し、データ出ຊできるス

トラクチࣕースࣕ࢟ンᶵ能魚⩌探知ᶵ（/2:5$1&E ♫〇 +'S-7 

JHQ2 WRXcK ௨ୗ、SS 魚探、写真 1）で録⏬を行い、調査地点の水

深を記録し、後に /2:5$1&E� SRQDU YLHZHU 2.1.2 で出ຊした。 

また、表層水温を 定した。ຍえて、᭥網⤊後に調査地点でス

プࣜンࢢチ࢙ーン㹹チ࢙ーン（φ5 mm、2 m）にᑐし、ᅽ⦰スプࣜ

ンࢢ（⮬⏤㛗 100 mm、እᚄ 1� mm、⥺ᚄ 1.6 mm）をおよそ 23 cm

間隔に 8 ಶ、結᮰バンࢻでྲྀりࡅたもの、㔠ᒓ部分の㔜㔞約 1 

NJ：写真 2㹻を 3 回†ෆにᢞධし、†ᗏの水ⲡを᥇ྲྀし

て、その‵㔜㔞を 定した。ϸでồめた 100 m2あたりの

ギル捕獲ᑿᩘと 1．水ⲡ᥇ྲྀ㔞、2．表層水温、3．ᖹᆒ

水深との㛵ಀについて┦㛵分ᯒを行った。 

イ．刺網による大型ギル⏕ᜥ状ἣ調査 

 トࣟール網ではにᑠ型魚が捕獲ᑐ㇟と࡞ることか

ら、ᑠ型魚の蝟集場所におࡅる大型のギル（య㛗約 100

ੈ௨ୖ）の⏕ᜥ状ἣ把握を目的として、トࣟール網でギ

ルがከࡃ捕獲された地点 5、8、13、2�、27 の計 5地点と捕獲ᩘはᑡ࡞いものの、魚探⏬ീで地形ኚ

図  トࣟーࣝ⥙のᴫせ࣒ーࣅ 1

㛤ཱྀ㒊のࣅー࣒により、ỈⲡᖏでࡶᏳᐃし࡚᭥⥙ࡀ

ྍ⬟で࠶り、እ᮶魚の捕獲に㐺ࠋࡿࡍ 

図 2 ㄪᰝᐃ点 

༳でㄪᰝをᐇしۑ

たࠋ図୰の␒ྕは地

点␒ྕࠋ 

10࣭12 はḞ␒ 

写真 2 スࢢࣥࣜࣉチ࢙ーࣥ 

写真 1 ストࣛクチࣕー 

スࣥࣕ࢟ᶵ⬟魚⩌᥈▱ᶵ 

⾲ 1 ่⥙のᵝ 
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ි60؟mm
 ਗි300؟mm
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20g/mૠતの॥ーॻ
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౫ସؚྫྷ ॼॖটথ1.5ಀ
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魚⩌ᛂが㇏ᐩであった地点ࡸ 20、計 6地点をᑐ㇟として、

刺網による捕獲試験を 2018 年 6 月 1�～15 日および 6 月 26

日、7 月 10 日に実施した。刺網は一枚網と三枚網の 2 種㢮

を用いた。仕様を表 1に示す。ྛ 調査地点にこれらの網 2把

ずつを†岸とᖹ行に࡞るよ࠺にᗏ刺網で設置した。6 月 1�

日の調査では 15：00 に網を設置して、翌日の 10：00 から回

収したが、捕獲魚のとࢇがᅾ᮶魚㢮でΰ獲がከかったた

め、6月 26 日௨㝆の調査では 10：00 から網を設置して当日

の 15：00 より回収した。捕獲魚は全てᣢࡕᖐり、య㛗とయ

㔜を 定した。また、捕獲結果をトࣟール網とẚ㍑した。 

 

（2）結果と考察 

ア．ビー࣒トࣟール網による蝟集場所探⣴ 

⍇⍈†༡†でのギルᑠ型魚の⏕ᜥ状ἣ 

 トࣟール網調査での捕獲魚のయ㛗組成を図 3 に示す。捕

獲魚のయサイࢬ範囲はྛ調査年でおおࡡࡴయ㛗 30～120 mm

で同様であった。しかし、2019 年の調査には᭥網 100 ੍

あたりの捕獲ᑿᩘが 2018 年の 7.8 ᑿから 0.7 ᑿ（約 9㸣）

まで大ᖜにῶᑡし、2020 年も同⛬ᗘの水‽（1.1 ᑿ�100 ੍）

に␃まった。≉に 2019 年には 1 ṓ魚にあ

たるయ㛗 80 ੈ⛬ᗘまでのಶయのῶᑡがⴭ

しかった。このῶᑡは、2018 年 11 月に実

施された⍇⍈†༡†でのトࣟール網調査

で、ギル当ṓ魚の⏕ᜥᐦᗘが㐣ཤ最పを記

録し（田ཱྀら 2020）、翌 2019 年点での

ギル 1ṓ魚の⏕ᜥ㔞がᑡ࡞ࡃ࡞ったために

⏕じたと考えられる。また 2019 年 11 月の

調査においてもギル当ṓ魚の⏕ᜥᐦᗘが

ప水‽であったことから（田ཱྀらᮍⓎ表）、

2020 年のᮏ調査におࡅるギル捕獲状ἣも

ప調࡞ままであったと考えられる。 

ギルᑠ型魚の分布 

ギルが捕獲された地点を図 � に示す。ギルの捕獲地点ᩘはその捕獲ᩘのῶᑡにకって 2018 年には 16

地点であったのが、2019 年に 5地点までῶᑡし、2020 年には 7 地点と࡞った。また、༡†୰部に೫

るഴྥがぢられた㹹2020 年には༡ᐤりの � 地点でも捕獲されたが、全捕獲ᑿᩘ（67 ᑿ）のࡕ࠺、ᐤ

りの 3地点が༨める合が 71.6㸣（�8 ᑿ）と㧗かった㹻。3 年の調査を㏻して、捕獲地点が全に一⮴

し࡞いが、㏆年の⍇⍈†༡†ではからึኟにかࡅてᑠ型のギルは༡†୰部に分布すると考えられ

る。 

図  たࢀトࣟーࣝ⥙で捕獲さ࣒ーࣅ 3

 のయ㛗⤌ᡂのẚ㍑ࣝࢠーࣝࣈ

図 4 2018～2020 年ㄪᰝの 100 m2࠶たりࣝࣈーࣝࢠ捕獲 

ᑿᩘのศᕸ 

－ 20 －



� 
 

⎔ቃ᮲௳との㛵ಀ性 

ྛ種⎔ቃ᮲௳とトࣟール網でのギ

ル捕獲ᑿᩘとの㛵ಀ性については 3

年の調査で᭷ព࡞┦㛵をㄆめられた

のは、2020 年の表層水温のみで、≉

定の⎔ቃ᮲௳について一㈏した㛵ಀ

性をぢ出すことはでき࡞かった（図

5）。ᮏ調査では 2019 年௨㝆、ギル捕

獲ᩘがᛴῶしたために、捕獲ᩘ0ࠖࠕ

のデータが༨める合が㧗࡞ࡃって

しまったことから、᭷ព࡞㛵ಀ性を

ぢ出すことがᅔ㞴に࡞ったのかもし

れ࡞い。ギルが蝟集する⎔ቃ᮲௳に

ついて明らかにするには、ᮏ◊✲で

ᚓられた知ぢをᇶに、調査ᑐ㇟範囲

を⤠り㎸み、よりヲ⣽に調査するᚲ

せがあると考えられる。 

 

イ．大型ギルの⏕ᜥ状ἣ 

2018 年の刺網調査での捕獲状ἣを表 2、3 に示す。一枚網、三枚網ともにギルの捕獲㔞がᑡ࡞かっ

図 5 ྛ⎔ቃ㡯目 100 m2࠶たりࣝࣈーࣝࢠ捕獲ᑿᩘの㛵ಀ 

 （Q   20、ࢀࡒࢀࡑ）

⾲ 2 ୍枚⥙での魚㢮捕獲状況（2018 年） 

⾲ 3 ୕枚⥙での魚㢮捕獲状況（2018 年） 

オオクチバス ブルーギル その他

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

重量割合

（獲૨٫؟）

5 8 2 3.55 0.25 0.44 1 0.05 0.13 0.01 16 7.12 2.00 0.8� 66.4
8 6 2 1.43 0.33 0.24 1 0.05 0.17 0.01 18 8.63 3.00 1.44 85.3
13 6 1 0.21 0.17 0.04 6 0.36 1.00 0.06 17 8.53 2.83 1.42 �3.7
20 2 1 0.74 0.50 0.37 0 0.00 0.00 0.00 2 0.82 1.00 0.41 52.5
24 2 1 0.16 0.50 0.08 0 0.00 0.00 0.00 1 0.70 0.50 0.35 81.4
27 2 0 0.00 0.00 0.00 1 0.06 0.50 0.03 8 5.45 4.00 2.73 �8.�
ੑ 26 7 6.0� 0.27 0.23 � 0.53 0.35 0.02 62 31.24 2.38 1.20 82.5
その他मॽ०ॖؚইॼؚঁスؚডॱढ़の合ੑ

ඵි

པਯ

捕獲

地点

オオクチバス ブルーギル その他

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

ஏਯ
重量

（NJ）
&38(

（ஏ�པ）

&38(
（NJ�པ）

重量割合

（獲૨٫؟）

5 8 2 1.�3 0.25 0.24 4 0.28 0.50 0.03 � 5.72 1.13 0.71 72.1
8 6 1 0.86 0.17 0.14 13 0.7� 2.17 0.13 38 30.40 6.33 5.07 �4.8
13 6 1 1.2� 0.17 0.21 12 0.82 2.00 0.14 33 30.03 5.50 5.01 �3.4
20 2 2 0.84 1.00 0.42 1 0.06 0.50 0.03 1 0.80 0.50 0.40 46.7
24 2 1 0.25 0.50 0.12 0 0.00 0.00 0.00 1 0.�5 0.50 0.48 7�.5
27 2 0 0.00 0.00 0.00 0 0.00 0.00 0.00 4 1.5� 2.00 0.80 100.0
ੑ 26 7 5.17 0.27 0.20 30 1.�5 1.15 0.08 86 6�.4� 3.31 2.67 �0.7
その他मইॼؚॽ०ॖؚডॱढ़ؚॼঐ६の合ੑ

ඵි

པਯ

捕獲

地点
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た。⍇⍈†におࡅるギル⏕ᜥ㔞は 2016 年を

ቃにῶᑡし⥆ࡅており（㈡┴ 2019、酒井ら

2020）、刺網で捕獲ᑐ㇟と࡞る大型のギルも

ᑡ࡞いと᥎ される。 

⁺法ูのΰ獲状ἣのẚ㍑と⌧状の⍇⍈

†༡†に㐺したギルの㥑㝖方法 

表 2、3 に示したよ࠺に刺網調査では、そ

ののᅾ᮶魚㢮のΰ獲が㠀ᖖにከかった㹹㔜

㔞で一枚網では 82.5㸣、三枚網では 90.7㸣

がᅾ᮶魚㢮（≉にフࢼ㢮、ࢽゴイがከかった）㹻。一方、同ᮇのトࣟール網では、同じ地点で᧯ᴗした

㝿のΰ獲がᑡ࡞かった（表 �）。⌧状の⍇⍈†༡†では、大型ギルがᑡࡃ࡞、～ኟにかࡅて刺網でギ

ル㥑㝖を試みると大༙がΰ獲魚と࡞ってしま࠺ことから、実用性を考៖するとトࣟール網でᑠ型ギル

を≺って㥑㝖することがᮃましいと考えられる。 

 

3．⍇⍈†༡†におࡅる冬季のバスぶ魚の蝟集場所探⣴とその᮲௳把握 

（1）調査方法 

ア．㧗性能魚⩌探知ᶵによる†୰⎔ቃの把握  

バスの蝟集場所を探⣴する目的で、ඛ㏙の SS 魚探と࣐ルチスࣕ࢟ン魚⩌探知ᶵ（ᮏከ㟁Ꮚᰴᘧ♫

カラーᾮᬗデࢪタル࣐ルチスࣕ࢟ン +E-773ϩ-'L、௨ୗ 0S 魚探

（写真 3）を用いて†୰の水ⲡの⦾ⱱ状ἣࡸ水深ኚ➼を調査

した。SS 魚探はサイࢻスࣕ࢟ンᶵ能により⯪⯧の真ୗ、ᕥྑ方

ྥの㩭明࡞⏬ീを記録出᮶るが、その範囲は㝈られ、⯪⯧の๓

方と後方は探知出᮶࡞い。一方、0S 魚探はࢼࢯーᶵ能を᭷し、

全方の地形と魚⩌を把握できる。また、ືᏊゅᗘをኚさ

せて SS 魚探よりもᗈ範囲を探査できる。これら魚探のే用で、

ᗈ範囲の地形を把握しつつ、水ⲡᖏࡸ†ᗏ㉳అがある範囲では

さらにヲ⣽࡞調査ができる。 

ᮏ◊✲では⍇⍈†༡†を

ᮾすに結ࡪ調査⥺を約 100～

�00 m 間隔で設2018、ࡅ 年 12

月 10、20、21 日と 2019 年 6

月 28日および12月 9～10日

の計 6日間、ୖ 記 2種の魚⩌

探知ᶵで㉮査した。㉮査の

⯟行㏿ᗘは㏿10 Nmを目Ᏻ

とし、SS魚探で探査⏬ീを録

⏬し࡞がら、0S 魚探にఱらかのᛂ（例：図 6（ྑ））がぢられた㝿には㏿ᗘをⴠとしてᚲせ࡞置情

報を記録した。ᚓられた置情報と水深を /2:5$1&E� SRQDU YLHZHU 2.1.2 で出ຊし、カシ࣑ール 3'

写真  魚⩌᥈▱ᶵࣥࣕ࢟チス࣐ࣝ 3

図  ࠋ地点࡞魚᥈の᥈ᰝ⏬ീ （左）ᖹᆠࣥࣕ࢟チス࣐ࣝ 6

（右）左⯨๓方に❑࠶ࡀࡳり、ṇ㠃に魚⩌ࡽしࡁᛂࠋࡿ࠶ࡀ 

⾲  トࣟーࣝ⥙での魚㢮捕獲状況࣒ーࣅ 4

地点

ブルーギル

捕獲重量

（kg）

オオクチバス

捕獲重量

（kg）

その他

捕獲重量

（kg）

その他

魚種割合

（%）

5 1.06 0.00 0.042 3.82
8 1.10 1.65 0.010 0.38
13 0.57 0.01 0.000 0.06
20 0.23 0.00 0.001 0.43
24 0.64 0.01 0.002 0.24
27 0.38 0.80 0.002 0.20
平均 0.66 0.41 0.010 0.85

－ 22 －
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で࣐ッࣆンࢢした（図 7）。 

イ． 刺網による冬季蝟集場所の探⣴ 

ϸ 蝟集場所の⤠り㎸み（」ᩘ⟠所での刺網調査） 

 2018 年の調査で可どした地形情報をᇶに、地形ኚ（ὼ 

㊧）および水ⲡᖏに╔目して捕獲調査地点を㑅定した（図 8）。

調査にඛ❧ࡕ地点ոで目合い 60 mm の一枚網と三枚網、目合い

120 mm と 136 mm の一枚網の計 �種㢮、�把で試行したとこࢁ、

60 mm 目合いでは一枚網、三枚網ともにᅾ᮶魚のΰ獲率がಶయ

ᩘ、㔜㔞ඹに約 90㸣と㧗かった。そのため、௨㝆の調査では 120 

mm ௨ୖの目合いの一枚網を用いた。刺網の仕様を表 5に示す。

2019 年 1 月 7～8日、10～11 日、16～17 日の 3 回にわたり、調

査を行い、1 地点に 120、136 mm 目合いの刺網 2 把ずつを†岸

とᖹ行に࡞るよ࠺にᗏ刺網で設置した。ධ網はྛ調査ึ日の

13：00～16：00 に行い、翌日の 10：00～13：00 にྲྀりୖࡆた。

おᮏ調査では、᭷ᮃと考えた水ⲡᖏ（図࡞ 8、地点 2～�）での捕

獲状ἣがᛮわし࡞ࡃい一方、ᛴ⃭࡞水深ኚのある地点でバスが

ከᩘ捕獲されたため（ヲ⣽は後㏙）、1月 10 日の調査から、水深

ኚの大き࡞地点を≺って刺網を設置した（参考：図 9）。また、

⍇⍈†༡†で最深（約 13m）のὼ ㊧（▮ᶫἈ❑地：1 辺約 500 

㹫のṇ方形型のᕧ大࡞❑地）も᭷ᮃ⟠所と考え、魚探で地形を把

握して調査を行った（図 10、地点 9）。 

Ϲ 蝟集状ἣの☜ㄆ（▮ᶫἈ❑地） 

 地点 9での調査でバスがከࡃ捕獲されたことから（後㏙）、†

༡⁺ᴗ༠同組合に౫㢗して、ധ⯪調査を実施した。地点を図 10

（地点 10～12）に示す。調査には 120 mm 目合いの刺網を用い

た。2019 年 1 月 22 日の 16：00 にྛ地点の༡方ྥに 8 把ずつ

ධ網し、翌朝 7:00 に回収した。また、5,1.2 3URILOHU（$S7'102、

-FE アࢻバンࢸックᰴᘧ♫）でྛ地点の水深 10 cm との水ࡈ

温と '2 を 定した。 

Ϻ 蝟集᮲௳（⎔ቃ᮲௳）のヲ⣽࡞把握（2019 年 12 月

～2020 年 1 月） 

Ϻ-1 刺網での捕獲試験 

 バスが蝟集する⟠所の⎔ቃ᮲௳をヲ⣽に把握するために表 6 に示すෆᐜで†ᗏの㉳అࡸ❑地、ある

いは水ⲡᖏを≺って刺網調査を実施した㹹調査地点：図 8、10 に示す 5地点（㉳అ：շᚿ那Ἀ、❑地：

պ▮ᶫἈ、水ⲡᖏ：ղⅲἈと㞝⍆Ἀ、㉳అと水ⲡᖏが」合した地点：մୗ物Ἀ）㹻で刺網を行った。

調査には表 5と同様の仕様の刺網を用い、ྛ地点に目合い 120 または 136 mm の刺網を†岸とᖹ行に࡞

るよ࠺にᗏ刺網で設置した。1�：00 からධ網作ᴗを行い、翌日の 10：30 からྲྀりୖࡆた。 

図 8 南†୰㒊の่⥙ㄪᰝ地点および 

Ỉ῝ศᕸ図 

図୰のᩘᏐ༳は入⥙地点．Ⰽᙬኚࡀ 

Ỉ῝ኚを⾲ࠋࡍ①、ճ、յ、ն、ոは 

2018 年 1 月のࡳのㄪᰝ地点ࠋ 

⾲ 5 ่⥙（୍枚⥙）のᵝ 

শऔ

ිຣ



ॼॖটথ�ಀ

��g�Pૠતの॥ーॻ

৺��P

৺���P

౫ସؚྫྷ

図 7 ⍇⍈†南†のỈ῝ศᕸ図 

ⰍᙬኚࡀỈ῝のኚを⾲ࠋࡍ 
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Ϻ-2 ⎔ቃ᮲௳の把握 

ྛ調査場所の⎔ቃ᮲௳につ

いては 5,1.2 3URILOHU でྛ地

点の水深 10 cm との水温とࡈ

'2 を 定した。また、刺網設置

場所でスプࣜンࢢチ࢙ーンを 3

回†ෆにᢞධし、†ᗏの水ⲡを

᥇ྲྀして、その‵㔜㔞を 定し

た（ധ⯪で実施した 2019 年 12

月 17 日、2020 年 1 月 10 日、1

月 2� 日での試験を㝖ࡃ）。ຍ

えて、刺網設置場所の水深を SS

魚探で記録し、調査⤊後に

/2:5$1&E� SRQDU YLHZHU 2.1.2

で出ຊした。 

Ϻ-3 ⎔ቃ᮲௳とバス捕獲

状ἣとの┦㛵分ᯒ 

 2019 年 12 月から 2020 年 1 月の冬季調査でᚓた 1．約 50 間隔で 定した刺網設置⟠所の水深デー

タのኚືಀᩘ（௨ୗ、水深 &9）、2．水ⲡ᥇ྲྀ㔞、3．水温、�．'2 をᑐ㇟として、刺網 1把あたりのバ

ス捕獲ᑿᩘ（刺網バス &38E）との㛵ಀ性について┦㛵分ᯒを行った。水深データの &9 に╔目したの

は、バスがᛴ⃭࡞水深ኚのある地点（▮ᶫἈ❑地）でከࡃ捕獲されたためである。࡞お、水温と '2

については刺網設置水深にあたる、†ᗏより 1 m ୖ層での 定್をゎᯒに用いた。これらのゎᯒで 1．

水深 &9 について᭷ព࡞┦㛵がㄆめられたことから（ヲ⣽は後㏙）、イ-ϸ、Ϲ．2019 年 1 月の捕獲デー

タについても水深 &9 と &38E との㛵ಀ性を┦㛵分ᯒした。 

図 9 ストࣛクチࣕースࣥࣕ࢟魚᥈により☜ㄆさࢀた 

ᛴᓧ࡞ฝ型地ᙧ（図 8地点շ） ,：ࢼࢯー⏬ീ、,,：ࢲ 

ウࣥスࣥࣕ࢟⏬ീ、,,,：サイࢻスࣥࣕ࢟⏬ീࠋ 

I II 

III 

図 10 ▮ᶫἈ❑地の่⥙ㄪᰝ地点 

およびỈ῝ศᕸ図 

図୰のᩘᏐは入⥙地点．ⰍᙬኚࡀỈ῝ኚ

を⾲ࠋࡍ 

⾲ 6 2019 年 12 月～2020 年 1 月の่⥙ㄪᰝෆᐜ魚㢮捕獲状況 

オオクチバス ॥ॖఐಉ魚థٮ

����ফ��া�� ⋐൰ଶబ ༹地 � �� � ���� ���

⋑൰ଶబ ༹地 � �� 1 ���� ���

⋒൰ଶబ ༹地 � � � ���� ���

⋓൰ଶబ ൃఝ � � � ��� ���

⋔൰ଶబ ൃఝ � � � ���� ���

����ফ��া�� ⋐൰ଶబ ༹地 � � 0 ����� ���

⋍ಂຏబ କ � � 1 ���� ���

⋊ৣబ କٔൃఝ � � 0 ー ���

⋈ᄖீబ ൃఝ � � 1 ��� ���

ಙబ ൃఝ � � 1 ���� ���

����ফ�া�� ⋐൰ଶబ ༹地 � � 2 ���� ���

⋑൰ଶబ ༹地 � �� � ���� ���

⋒൰ଶబ ༹地 � �� 1 ���� ���

⋓൰ଶబ ൃఝ � � 2 ���� ���

⋔൰ଶబ ൃఝ � � 1 ���� ���

⋕൰ଶబ ൃఝ � � 9 ���� ���

����ফ�া�� ⋐൰ଶబ ༹地 � � 0 ����� ���

⋍ಂຏబ କ � � � ���� ���

⋊ৣబ କٔൃఝ � � 1 ���� ���

⋈ᄖீబ ൃఝ � � � ���� ���

ಙబ ൃఝ � � 0 ����� ���

����ফ�া�� ಙబ ൃఝ �� �� � ���� ���

ੑ ��� ��� �� ���� ���

॥ॖఐಉ魚థम॥ॖؚইॼథؚॽ०ॖؚডॱढ़ؚॼঐ६ؚঅড॥オオॼঐ६ؚढ़ルチーٮ

����ফ��া��のඵිदम⋕൰ଶబमৰ

����ফ��া��ؚ����ফ�া��のඵිཔਯのअठਯम���⋵৯合ःのඵි

હ ਝ઼ৃਚ
ඵි

པਯ

捕獲魚ਯ バスの割合

(%)

�པँञॉ

バス捕獲ஏਯ

地点

્ඉ

ඵිのਝ઼ৃਚम �ध �� ॑ස�
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ϻ 捕獲魚の 定 

 捕獲魚はすてᣢࡕᖐり、య㛗とయ㔜を 定し

た。バスについてはさらに成⇍状ἣと㣗性を把握す

る目的で⏕Ṫ⭢と⫶ෆᐜ物の㔜㔞を 定した。⫶ෆ

ᐜ物は可能࡞範囲で種を同定した。 定データから

捕獲魚のయ㛗組成と⏕Ṫ⭢యᣦ （ᩘ*S,）、および⫶

ෆᐜ物㔜㔞ẚ（㸣:）を⟬出した。 

 

（2）結果と考察 

イ．刺網による冬季蝟集場所の探⣴ 

ϸ 蝟集場所の⤠り㎸み（」ᩘ⟠所での刺網調査） 

 2019 年 1 月 7～17 日までの間に 3回実施した捕獲調査では、の �8 把の刺網（120 mm、136 mm を

ྛ 2� 把）によって合計で �2 ᑿ、55.9 NJ のバスが捕獲された（表 7）。一方、そのΰ獲魚はフࢼ、

ゴイ、࣡タカで合計ࢽ 15 ᑿ、17.0 NJ であった（ΰ獲率：ᑿᩘẚで 26.3㸣、㔜㔞ẚで 23.3㸣）。地点

ูでのバス捕獲状ἣを図 11 に示す。๓年の 2017 年 12 月から 2018 年 2 月㡭にかࡅて⁺ᴗ⪅による刺

網で大型バスがከᩘ捕獲されていた⟠所（ղ～մ：水ⲡᖏ、水深 3～� m）にẚて†ᗏに㉳అࡸ❑地

がある地点（ն、շ、չ：図 8、9参↷）で刺網バス &38E が㧗かった。 

Ϲ 蝟集状ἣの☜ㄆ（▮ᶫἈ❑地） 

▮ᶫἈ❑地でのバス捕獲状ἣを図 12 に示す。3地点のࡕ࠺、地点 10 で最もバスがከࡃ捕獲された。

この地点はの 2地点にẚて水深のኚにᐩみ、水深約 3 m から 12 m と深࡞ࡃった後、5～6 m を⤒

てび 3 m までὸ࡞ࡃる場所であった（地点 11、12 は水深 3 m から 12 m にⴠࡕ㎸ࡔࢇ後のኚは

かった）。一方、水温については࡞ࡰ 3地点の水深、地点ูでの水温範囲は 6.1�～6.35Υでᕪはഹかで

あった。また、'2 についても 11.38～11.�8 mJ�/ でᗏ௨እではࡰᆒ一であった㹹ᗏ層（11.9～12 m）

'2、7.23～9.00 mJ�/㹻。ϸもྵࡴこれらの調査結果から、バスはᛴ⃭࡞水深ኚのある地点（いわࡺる

カࢣアࣜ࢞）をዲࡴことが示唆された。 

Ϻ 蝟集᮲௳（⎔ቃ᮲௳）のヲ⣽࡞把握 

刺網での捕獲状ἣ 

蝟集᮲௳を把握する目的で実施した 2019 年 12 月から 2020 年 1 月の刺網での捕獲状ἣを表 6 に示

す。ᮏ調査でもୖ記検ドと同様、պ～ռ▮ᶫἈの❑地➃での捕獲がከかった。しかし࡞がら、๓年、

図 11 ่⥙でのバス捕獲状況（地点ู） 
図 12 ▮ᶫἈ❑地でのバス捕獲状況（地点ู） 

⾲ 7 ่⥙でのオオクチバス捕獲状況（目合いู） 

ඵි৯合ः（པਯ）

120PP（24）136PP（24）合ੑ（48）
オオクチバス ஏਯ 2� 13 42

重量（kg） 34.� 21.0 55.�
&38(（ஏ�པ） 1.2 0.5 0.�
&38(（kg�པ） 1.5 0.� 1.2

その他 ஏਯ 11 4 15
重量（kg） 11.8 5.2 17.0
&38(（ஏ�པ） 0.5 0.2 0.3
&38(（kg�པ） 0.5 0.2 0.4
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2019 年 1 月の調査にバスがከᩘ捕獲されたշᚿ那Ἀの㉳అでは &38E がపࡃ、の地点でも㞝⍆Ἀ

を㝖いては &38E がపかった。このཎᅉとして、記録的࡞ᬮ冬による水温పୗの㐜れが考えられる。ᮏ

調査の⍇⍈†༡†の水温は最పでも 7.8Υ（▮ᶫἈ 2020 年 1 月 15 日）で๓年同ᮇにẚて約 1Υ

㧗かった（▮ᶫἈ 2019 年 1 月 17 日、6.7Υ）。㐣ཤに実施された、⛅季から翌年季にかࡅてのバイ

、トࣜーでの調査によると、⍇⍈†༡†のバスの行ື水深と水温との間にはᑐᛂ㛵ಀがあり࣓ࣞࢸ࢜

水温がపい、㐟Ὃ深ᗘが深࡞ࡃるとい࠺（光Ọ 2017）。また、ᩘ年๓から冬季刺網でバス㥑㝖にᚑ

事する⁺ᴗ⪅からの⪺きྲྀりでは、ࠕ水温がపいバスが獲れࡸすい。ࠖࠕが㏆࡞ࡃり、水温がୖが

ると魚がᾋいて獲れ࡞ࡃ࡞る。ࠖ とのドゝがあり、水温が㧗いバスのὋ層がὸ࡞ࡃることが示唆さ

れる。ᮏ調査で用した刺網では、ᗏから約 1.5 m までの範囲を㐟Ὃする魚㢮が捕獲ᑐ㇟と࡞ること

から、ᬮ冬にక࠺㧗水温は刺網での捕獲に㈇のᙳ㡪をཬࡰすかもしれ࡞い。一方、ᮏ調査結果では、地

点ูの刺網バス &38E とྛ調査地点の水温との間には᭷ព࡞┦㛵をぢいࡔせ࡞かった（後㏙）。また、

�.-(2)に示す▮ᶫἈ❑地（同一⟠所）でのᮇูの刺網調査においても水温と &38E との間に᭷ព࡞┦

㛵をぢいࡔせてい࡞い。後、」ᩘ年の調査結果をᇶにした᭦࡞るẚ㍑検ドがᚲせである。 

⎔ቃ᮲௳とバス捕獲

状ἣとの┦㛵分ᯒ 

ྛ種⎔ቃ᮲௳とバ

ス刺網 &38E との㛵ಀ

性については、回検

討した㡯目では水深

&9 のみ᭷ព࡞ṇの┦

㛵がㄆめられた（図

13）㹹Q   22、U   0.6�、

3   0.001（その㡯目 

水ⲡ᥇ྲྀ㔞：Q   10、U   0.52、3   0.12、水温：Q   

21、U   0.13、3   0.56、'2：Q   21、U   0.19、3   

0.�2）㹻。また、㏣ຍで検討したイ-ϸ、Ϲの 2019 年 1 月

の調査データのゎᯒでも水深 &9 と &38E の間に᭷ព࡞

┦㛵がㄆめられた（Q   1�、U   0.63、3   0.016）。

実㝿に、▮ᶫἈでの調査において、❑地の➃を≺った地

点（պ～ռ▮ᶫἈ）で捕獲魚がከい一方、ᩘ ⓒ࣓ートル

㞳れたᖹᆠ࡞水ⲡᖏ（ս～տ▮ᶫἈ）ではバスの捕獲ᩘ

がᑡ࡞い。これらのことから、大き࡞目合いの刺網での

冬季のバス㥑㝖では、†ᗏ㉳అࡸ❑地で水深がᛴ⃭に

ኚする⟠所（いわࡺるカࢣアࣜ࢞）を集୰して≺࠺こ

とが᭷効と考えられる。方、ᖹᆠ࡞㞝⍆Ἀの水ⲡᖏで

集୰的にバスが捕獲された場合もあったが、回のゎ

ᯒ結果からはそのせᅉをㄝ明でき࡞かった。2020 年 1

月 2�日の調査では、ప調࡞捕獲結果と࡞ったことから、

（2019年12月～2020年1月） （2019 年 1 月） 

図 13 Ỉ῝のኚືಀᩘ่⥙でのオオクチバス CPUEの㛵ಀ 

2019 年 1 月 

2019 年 12 月～ 
2020 年 1 月 

図 14 Ꮨ่⥙で捕獲さࢀたバスのయ㛗⤌ᡂ 
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㞝⍆Ἀの事例についてはഅ↛ぢられたものであるかもしれ࡞

いが、回検討した௨እの⎔ቃせᅉྛࡸ種⎔ቃせᅉ間の┦の

ᙳ㡪の可能性も考えられることから、後のさら࡞る検ドがᮃ

まれる。 

ϻ 捕獲魚の 定 

冬季刺網での捕獲魚の≉ᚩ 

 冬季の刺網調査での捕獲魚のయ㛗組成と *S,、⏕Ṫ⭢の様Ꮚ

を図 1� と表 8に示す。冬季刺網では大型のバスが捕獲され、

とࢇのಶయで⏕Ṫ⭢がⓎ㐩していた（写真 �）。⫶ෆᐜ物ほ察

で㣗性をゎᯒした結果を図 15 に示す。刺網の≉性 （ୖᑐ㇟魚が

⨯網した㝿にᭀれて、⫶ෆᐜ物をྤき出すことがከい）、✵⫶ಶ

యがከいことが定されたが、約༙ᩘのಶయで⫶ෆᐜ物が☜ㄆ

された㹹2019 年 1 月：69 ᑿ୰ 38 ᑿ、2019 年 12 月～2020 年 1

月：117 ᑿ୰ 57 ᑿ㹻。2019 年 1 月の調査にはフࢼ㢮が最もከ

ルーギࣈスの合が㧗かった。翌年にはࣁ捕㣗され、ḟいでࡃ

ルのẚ率がቑしたものの、ビ࣡ヒ࢞イࡸフࢼ㢮をはじめとした

ᅾ᮶魚㢮が約 35㸣を༨めており、冬季においてもᅾ᮶魚㢮に

ᑐするバスの捕㣗ᅽが㧗いことが示唆された。௨ୖの結果から、

冬季の刺網によるバス㥑㝖はᅾ᮶魚㢮の㣗害を㜵ࡄ㠃とバス

の⦾Ṫᢚไの㠃との୧㠃から᭷効࡞手ẁと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�．⍇⍈†༡†で刺網によりバスぶ魚を効果的に㥑㝖できるᮇの検討 

（1）調査方法 

 3．㡯の調査で最もバスの捕獲がከかった、▮ᶫἈ❑地で冬季௨እの 2019 年 3、7月と 2020 年 2～�

月に刺網での捕獲調査を実施した。調査には目合い 120 ੈ௨ୖの一枚網の刺網を❑地の、または༡

のカࢣアࣜ࢞に沿ってᗏ刺し網で一ኪ設置した。調査実施日を表 9 に示す（表 6 のࡕ࠺、▮ᶫἈの

❑地をᑐ㇟とした調査をྵࡴ）。ᚓられた結果（刺網バス &38E、全捕獲魚に༨めるバスとバス௨እの魚

2019 年 1 月 

 ᆶ

৬ਯ 84 33
平均க 0.31 1.87
ਈপக 0.50 3.26
ਈ৵க 0.11 0.88
ఏု୷ 0.06 0.56

 ᆶ

৬ਯ 36 33
平均க 0.28 1.6�
ਈপக 0.48 3.23
ਈ৵க 0.15 0.77
ఏု୷ 0.06 0.55

2019 年 12 月～2020 年 1 月 

⾲ 8 Ꮨの่⥙での捕獲魚の *6,（㸣） 

写真 4 ่⥙で捕獲さࢀたオオクチバス

（㞤）の⏕Ṫ⭢  

2019 年 1 月 2019 年 12 月～2020 年 1 月 

図 15 Ꮨ่⥙で捕獲さࢀたバスの⫶ෆᐜ≀㔜㔞⤌ᡂ（㸣:） 
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㢮の捕獲合）を月ẖに集計してẚ㍑した。また、これら調査の水温

（5,1.2 3URILOHU で 定、ᗏから 1m ୖ層）と刺網バス &38E との㛵ಀ

を┦㛵分ᯒによりゎᯒした。 

 

（2）結果と考察 

▮ᶫἈ❑地での刺網調査による &38E の⤒月ኚを図 16 に示す。

2019、2020 年ともに 12 月から 1 月の &38E が最も㧗ࡃ、その後、ᬺが

㐍ࡴにつれて &38E がపୗするഴྥがぢられた。このことから、目合い

の大き࡞刺網を用いてバスぶ魚を㥑㝖するには 12月から 1月の真冬の

ᮇが㐺していると考えられる。一方、水温と &38E の┦㛵については、

ప水温ୗで &38E

が㧗いഴྥがみら

れたものの、᭷ព

㛵ಀ性をぢ出す࡞

ことはでき࡞かっ

た（図 17）。冬季に

刺網でバスが獲れ

すい（季に獲ࡸ

れに࡞ࡃࡃる）の

は、ప水温である

ことよりも、ᬺの

㐍行により⏕じる日㛗ኚࡸ✚⟬（⤒験）水温のኚがᙳ㡪

しているかもしれ࡞い（例えࡤ、日㛗ࡸ✚⟬温ᗘで⏕Ṫ⭢の

Ⓨ㐩ල合がኚし、そのことがバスの行ືࡸ蝟集性にᙳ㡪をཬ

 。（࡞すࡰ

 バス௨እの魚種のΰ獲状ἣについて、図 18 に示す。魚種

のΰ獲合はバス &38E の⤒月ኚと㏫にᬺが㐍ࡴにつれてୖ

᪼するഴྥがぢられた。ΰ獲㜵Ṇのほ点からも刺網での㥑㝖は

冬季に実施することがᮃましいと考えられる。 

 

5．季௨㝆の効果的࡞バスぶ魚㥑㝖手法の検討（ᘏ⦖） 

 �.㡯の調査で 3 月௨㝆には刺網バス &38E がపୗすることが

明らかに࡞ったことから、௦᭰⁺法としてᘏ⦖を検討した。 

（1）調査方法 

ア．効果的に㥑㝖できるᮇの検討（▮ᶫἈ❑地での検ド） 

2020 年 � 月 6～7日、15～16 日、5月 18～19 日、6月 2～3日にᘏ⦖での捕獲調査を実施した。調査

には表 10 つ᱁のᘏ⦖（ణし、5、6 月の調査は 1㖊あたりの㔪ᩘを༙分の 30 ᮏ、全㛗約 250 m とし

て用）を用い、㣵には全㛗 10 cm ๓後の⏕きたࢤンゴࣟウࢼࣈ（௨ୗ、⏕きたフࢼ）を用した。

図 16 ▮ᶫἈ❑地での่⥙ㄪᰝにおࡿࡅ

バス &38( の⤒月ኚ 

図 17 ▮ᶫἈ❑地でのỈ バス่⥙ &38(

 の㛵ಀ

㸨Q   11 でࡿ࠶のは、2019 年 1 月 17 ᪥

のỈ ࢹーࡀࢱḞ のたࠋࡵ 

図 18 ▮ᶫἈ❑地での่⥙ㄪᰝにおࡿࡅ

ΰ獲状況の⤒月ኚ 

   図୰の（）ෆのᩘ್は⥲捕獲ᑿᩘ 

日 અ਼
2019/1/17 4
2019/1/23 24
2019/3/20 48
2019/7/11 24
2019/12/17 24
2019/12/24 4
2020/1/10 24
2020/1/15 4
2020/2/20 12
2020/2/26 48
2020/3/13 48
2020/4/16 12

⾲ 9 ▮ᶫἈ❑地での 

่⥙設置状況 
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15：00 から図 10 に示した❑地のᮾす➃それࡒれに༡方ྥに 1㖊

ずつ、計 2 㖊を設置し、翌日の 11：00 から回収した。捕獲結果よ

り、1 㔪当たりのバス捕獲ᑿᩘ（ᘏ⦖バス &38E）を捕獲日ࡈとにẚ

㍑した。 

イ．効果的に㥑㝖できる場所の検討（」ᩘ⟠所での検ド） 

 ᘏ⦖で効果的に㥑㝖できる⟠所を検ドする目的で、」ᩘ⟠所での捕獲調査を実施した。調査は 2020

年 5 月 18～19 日、6月 2～3 日に実施し、ᑐ㇟地点はアの 2調査地点（アの 5月 18～19 日調査と同一）

に図 8に示すղⅲἈ、㞝⍆Ἀ、մୗ物Ἀ、շᚿ那Ἀ、およびࠕにおのἈ（アの調査点より༡す約

300 m の地点）ࠖ の 5 地点を合わせた計 7 地点とした。調査には表 10 つ᱁の༙ᩘ、㔪ᩘ 30 ᮏ（全㛗約

250 m）のᘏ⦖を用い、ྛ調査点で༡方ྥに 1 㖊を設置した（ణし、▮ᶫἈᮾす 2地点とշᚿ那Ἀの

地点についてはḟ㡯ウで示す㣵の検ドと同に実施したため、⏕きたフࢼを㣵とした 30 㔪と෭アࣘ

を㣵とした 30 㔪の計 60 㔪を設置し、๓⪅のみをこのẚ㍑に用いた）。設置作ᴗは 13：00～15：00 に

行い、翌日の 11：00 からྲྀりୖࡆた。捕獲結果からᘏ⦖バス &38E をẚ㍑した。 

ウ．効果的に㥑㝖できる㣵の検討 

 ᘏ⦖で効果的に㥑㝖できる㣵を検ドする目的で、イの調査（2020 年 5 月 18～19 日）に▮ᶫἈのᮾ

す 2地点とշᚿ那Ἀで、⏕きたフࢼと෭アࣘ（全㛗約 10 ）を㣵としたẚ㍑調査を実施した。調査

方法はイに‽じた。࡞お、⏕きたフࢼと෭アࣘのそれࡒれをࡅた㔪のᢞධ場所の㐪いによるᙳ㡪

をపῶするため、㔪 5ᮏẖに๓⪅と後⪅の㣵をධれ᭰えて㔪ࡅした。捕獲結果からᘏ⦖バス &38E を

ẚ㍑した。 

 捕獲魚の 定．࢚

捕獲魚はすてᣢࡕᖐりయ㛗とయ㔜を 定した。バスについては、㞤㞝判ูと⏕Ṫ⭢㔜㔞 定を行

い、*S, を⟬出した。さらに捕獲日ࡈとに㞤㞝ẚ率が 1：1 からኚしたか検ドする目的でẕẚ率検定

(F 検定)を行࠺とともに、㞤㞝ูの *S, の⤒日ኚを検討

するため、クラスカル・ウ࢛ࣜス検定を実施したୖで、

SWHHO-'ZDVV のከ㔜ẚ㍑により捕獲日ࡈとの *S, のᕪを検

定した。 

 

（2）結果と考察 

ア．効果的に㥑㝖できるᮇの検討（▮ᶫἈ❑地での

検ド） 

 ▮ᶫἈ❑地でのᘏ⦖では調査ᮇ間୰の計 360 ᮏの㔪にᑐ

してバスが 55 ᑿ（97.3 ）捕獲された。一方で、その魚種のΰ獲はࢬ࣐ࢼ 1 ᑿに␃まった。ඛ㏙

の刺網では季にはᅾ᮶魚㢮のΰ獲率が㧗まることがㄢ㢟であったが、ᘏ⦖ではそれがとࡃ࡞ࢇ、

バスの㑅ᢥ的࡞捕獲に᭷効であると考えられる。 

ᘏ⦖バス &38E の⤒日ኚを図 19 に示す。&38E は調査㛤ጞ当ึに最も㧗ࡃ、⤒的にపୗした。� 月

は⍇⍈†༡†ではバスの⏘༸ᮇึᮇにあたることから（ὠᮧ 1989）、そのᮇに &38E が㧗いᘏ⦖での

㥑㝖は⏘༸┤๓のಶయを効率的に捕獲する手法として᭷効であると考えられる。一方、季௨እの

ᮇの当該⁺法の᭷効性はᮍ検ドであり、さらに検ドᮇ間をᘏࡤした調査がᚲせである。 

図 19 ▮ᶫἈ❑地でのᘏ⦖バス &38( の 

⤒᪥ኚ 

⾲ 10 ᘏ⦖のつ᱁ 
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